
ＳＳＨ
スーパーサイエンスハイスクール

東京都立富士高等学校・附属中学校



ＳＳＨの研究開発の目的・目標

「挑戦力」「理数的発見力」「理数的解決力」を兼ね備え，

新たな価値を創造する科学的グローバルイノベーターである

「富士山型探究者」を育成することを目的とし，

全校生徒が「理数探究」を履修し，

６年間を貫く課題研究「富士未来学」に挑戦する，

中高一貫理数教育カリキュラムの実践と

その効果検証を目標としています。



富士高校における理数教育の流れ

理数アカデミー校からスーパーサイエンスハイスクールへ



グランドデザイン

令和元年度
ワーキンググループで検討

↓

令和２年度
教育課程委員会と

企画調整会議にて検討

↓

富士の生徒に
育成したい力を
全職員で議論



富士の生徒に育成したい資質・能力から精選

育成する３つの資質・能力



ＳＳＨの研究開発の概要

１０年間の理数教育の
集大成として体系化

↓

全校生徒による
６年間を貫く課題研究



ＳＳＨの研究開発課題名



ＳＳＨの４つの事業



Ⅰ 富士未来学（拓く）



課題研究を強化する講座



６年間を貫く課題研究「富士未来学」の指導計画の概要





独自テキストのルーブリック



Ⅱ 富士ＳＳチャレンジプログラム（尖る）



Ⅱ 富士ＳＳチャレンジプログラム（尖る）
さらに挑戦したい生徒

理数セミナー
大学や企業の研究者による講演



サイエンスキャンプ

Ⅱ 富士ＳＳチャレンジプログラム（尖る）
さらに挑戦したい生徒



富士山のように幅広い裾野

富
士
山
の
よ
う
に
空
を
突
き
抜
け
る

Ⅰ ６年間を貫く課題研究「富士未来学」に挑戦する
中高一貫理数教育カリキュラムの研究開発

最
先
端
の
科
学
技
術
を
学
ぶ
「

富
士
Ｓ
Ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
研
究
開
発

Ⅱ 富士山型探究者
世界に新たな価値を創造する
科学的グローバルイノベーター

中学１学年 中学２学年 中学３学年 高校１学年 高校２学年 高校３学年

シリコンバレー研修
海外で自己の考えの提案に挑戦

海外6大学と提携した
理数ファウンデーション研修
大学のサイエンスの授業への挑戦

海外連携校の高校生との
国際的な研究交流や共同研究
課題研究の英語セッションに挑戦

アカデミック・ライティング講座
研究成果を英語で発信

英語合宿での
サイエンス講座
探究講座に英語で挑戦

オーストラリア研修
海外で課題研究のプレゼンに挑戦

起業家育成ラボ
国際的な課題を解決する起業への挑戦

ＳＳＨの
グローバル
事業

オンライン英会話講座
理数分野での質疑応答に挑戦

Ⅱ 富士ＳＳチャレンジプログラム（尖る） さらに挑戦したい生徒

ＳＳＨの
グローバル事業

シリコンバレー研修
科学分野の起業

海外探究研修
生徒が企画・実施

英国立バンガー大学
理数ファウンデーション研修

英語合宿
ブリティッシュヒルズ

ＦＧＧ
（Fuji Global Gateway）

本校4階常設



Ⅲ 全富士体制（育てる）



富士山のように幅広い裾野

富
士
山
の
よ
う
に
空
を
突
き
抜
け
る

富士山型探究者
世界に新たな価値を創造する

科学的グローバルイノベーター

富士未来構想サポートチーム
卒業生を中心とした大学院生
大学の研究者、研究員
企業の研究開発者など
課題研究支援の人材バンク

課題研究への支援
仮説設定
研究計画立案
中間発表会
最終発表会

教員の人材育成
「富士未来学」
スキルアップ講座

での講師

最先端の科学技術を学ぶ
理数セミナー
放課後理数教室

における講師、メンター

富士未来構想
サポートチーム

Ⅲ 全富士体制（育てる）

全教員による
課題研究の支援体制

※委員会を毎週実施

と

富士未来構想
サポートチームによる
課題研究の支援体制



Ⅳ 評価（検証する）



Ａ 改善
ＩＲ評価委員会で調査結果を分析
即時的に事業内容を改善

Ｃ 評価
ルーブリックによる課題研究の評価
発表会のパフォーマンス評価
質問紙調査での意識調査

Ｄ 課題研究の支援
全職員体制で６年間を貫く
課題研究「富士未来学」を支援

Ｐ 指導計画立案
SSH運営指導委員会の指導・助言を受けながら，
探究・SSH部が中心となり，SSH企画運営会議，
富士未来構想委員会，教育課程委員会，
教科主任会で連携し，指導計画を立案

Ⅳ 評価（検証する）


